
 

 

ｸﾛﾏｯｸｽ®ﾌﾟﾛ ﾍﾞｰｽｺｰﾄ 

ﾍﾞｰｽｺｰﾄ塗装後の修正 

「上記ﾃﾞｰﾀは、本書発行日現在の弊社の知識及び経験に基づき弊社の製品とその使用方法に関する情報を提供するもので、特定の性質、品質仕様、具体的な使用目的に関する適正、又は塗

装仕上がり具合を保証するものではありません。更に、上記ﾃﾞｰﾀは指定された材料にのみ該当するものであり、他の材料又はﾌﾟﾛｾｽと組み合わせて使用する場合にはこの限りではありません。

尚、実際に塗装をする際には、その塗装時の環境等の様々な要因が塗装仕上がりに影響を与ますので、使用目的毎に必ず事前に試験塗装等を行い、適切な使用方法につき確認を行ってくだ

さいますようお願い致します。弊社においては、弊社製品を用いた塗装結果について一切の責任を負いかねます。」 
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TECHNICAL DATA SHEET 
2011 年 4 月 15 日(JP110415) 

補修要領 
ﾍﾞｰｽｺｰﾄ乾燥後の修正 / ｺﾞﾐ・ﾌﾞﾂの除去 

  - 十分にﾍﾞｰｽｺｰﾄを乾燥させた後、P1500 以上のﾄﾞﾗｲｻﾝﾃﾞｨﾝｸﾞで丁寧にｺﾞﾐ・ﾌﾞﾂを除去する。 

*ﾍﾟｰﾊﾟｰのｴｯｼﾞ部等で深いｷｽﾞが入らないよう注意. 

  - P3000 のﾍﾟｰﾊﾟｰでｺﾞﾐ・ﾌﾞﾂ除去時のﾍﾟｰﾊﾟｰ目を丁寧に除去する。 

              - ｴｱｰﾌﾞﾛｰとﾀｯｸﾛｽでﾀﾞｽﾄを除去する。 

  - ｴｱｰ圧を下げｻﾝﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ部分がやや艶が出る程度にｸﾛﾏｯｸｽ®ﾌﾟﾛﾍﾞｰｽｺｰﾄを薄く均一に数回

に分け各ｺｰﾄを広げながらｸﾛｽ塗装する。 *ｳｪｯﾄに塗装し過ぎない。 

  - 艶が消える迄ﾌﾗｯｼｭさせる。 

 

  - ﾀｯｸｸﾛｽでﾀﾞｽﾄを丁寧に除去した後、ｸﾘﾔｰｺｰﾄ塗装。 

 

 

  ﾍﾞｰｽｺｰﾄ乾燥後の修正 / ﾓﾄﾘﾝｸﾞ（ﾑﾗ）・ﾎﾞｶｼ部 

  - 

- 

- 

ﾀｯｸｸﾛｽでﾀﾞｽﾄを除去した後、ｴｱｰ圧を下げたｸﾛﾏｯｸｽ®ﾌﾟﾛﾍﾞｰｽｺｰﾄを薄く均一に塗装 

ｴｱｰ圧：0.8-1.0 ﾊﾞｰﾙ、 口径：1.2-1.4 

ｶﾞﾝ距離：20-30cm、ﾊﾟﾀｰﾝ重ね：50% 

 

 

 

 

- 

- 

ｺｰﾄ間ﾌﾗｯｼｭｵﾌ：なし 

最終ﾌﾗｯｼｭ：完全に艶が消える迄 

   注意事項： 

 

 

 - 

- 

- 

- 

ﾄﾞﾗｲｺｰﾄにしない 

ﾊﾟﾈﾙ下部から上部に塗装 

ﾄﾘｶﾞｰは常に握った状態で塗装（ﾎﾞｶｼ部の修正は弧を描くように） 

必要以上に修正を行わない (ｸﾘﾔｰｺｰﾄの艶引けの原因となる） 

  - ﾀｯｸｸﾛｽでﾀﾞｽﾄを丁寧に除去した後、ﾍﾞｰｽｺｰﾄの艶が完全に消えた後、ｸﾘﾔｰｺｰﾄ塗装 

 

 


